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Environmental Activity Report

環境経営方針

  環境負荷の削減のため、以下の取組を行います。
(１)．使用エネルギー（電気・ガス・燃料など)の削減に努めます。
(２)．建設廃棄物の分別及び適正処理に努めます。
(３)．建設機械使用に伴う騒音・振動の低減に努めます。
(４)．排出ガス対策型の機械使用に努めます。
(５)．水使用量の削減に努めます。
(６)．化学物質（塗料・接着剤等）の適正管理に努めます。
(７)．工事特性、創意工夫、社会性等を配慮した施工を行います。
(８)．グリ－ン調達を促進します。

  地域貢献活動を実施します。
(１)．事務所周辺での清掃・美化活動に努めます。
(２)．現場周辺での清掃・美化活動に努めます。
(３)．行政機関等が行う環境保全活動に協力します。

  環境関連法規その他の要求事項を遵守します。

    この環境経営方針を維持・継続していくため、環境教育をはじめ、環境に関する知識
の習得に努めてまいります。

   活動期間中の結果をまとめた環境経営レポートを作成し、一般に公表します。

制定日 2008年  10月  1日
改訂日 2019年 3月  1日
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        環境負荷の削減活動及び環境経営の継続的な改善活動に努めてまいります。

           当社は、建設業を通し地域のインフラ整備のための公共工事を行っており、
        今後、地球の環境を守り続けるため、地域に密着した貢献活動を行うとともに、

　林土木工業　株式会社

     代表取締役　　林 　英機
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組織の概要

事 業 所 名  林土木工業 株式会社  

代 表 者 名 代表取締役  林  英 機

所  在  地 〒８１９－００３８
福岡市西区大字羽根戸７２４番地の１４
[TEL] 092-811-0186
[FAX] 092-811-0198

事業内容 【特定建設業】 福岡県知事 許可(特－31） 第９９７７１号

土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業
ほ装工事業、しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道施設工事業

認証登録範囲 全組織
土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業
ほ装工事業、しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道施設工事業

環境管理責任者 内山  進
[E-mail] uchiyama@hayashi-civil.co.jp

会社設立

事業規模

2019年度 2020年度
(令和元年) (令和２年)

2

 【対象事業所】
   【対 象 活 動】

(令和3年) (令和4年)
277 276 286 281

81010

2022年度

1980年3月

活動規模 単位
2021年度

百万円

人

完成工事高

従業員 10

❏事業年度 ８月～翌年７月

❏会社沿革

1980年3月 林土木工業 株式会社として法人設立

1999年4月 資本金３０００万円に増資

2002年9月 ISO90001:2000認証取得

2005年3月 福岡県知事許可番号(特－１６）第９９７７１号登録

2009年6月 エコアクション２１ 認証登録 認証番号 0003687号

2010年3月 福岡県知事許可番号(特－２１）第９９７７１号登録（更新）

2015年3月 福岡県知事許可番号(特－２６）第９９７７１号登録（更新）

2020年3月 福岡県知事許可番号(特－３１）第９９７７１号登録（更新）
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実施体制

  全組織・全活動を対象

役割分担表
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管轄 役割・責任・権限

代表取締役

全体の掌握

必要な資源（人・物・金）の確保

経営における課題とチャンスの明確化

評価・見直しを含むアウトプット

認証登録範囲

工事部

作業現場の全体的な管理

現場社員への環境経営計画 の周知・徹底

データの収集と数値管理

環境委員会

環境経営計画の報告

今後の活動計画の確認

社⾧による評価・見直しの検討・指示

環境管理責任者

エコアクション２１の運営の統括

運用状況の社⾧への報告

環境委員会の招集

総務部

（事務局）

関連文書の管理

データの収集と数値管理

環境経営記録の作成と管理

全従業員
環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

認証登録範囲

全組織・全活動を対象
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　環境経営目標とその実績　＜全社＞　　　　

　環境経営目標とその実績　＜事務所＞　　　　
□環境経営目標

□環境経営目標の達成状況

○

×

○

○

○

○

※電力の二酸化炭素排出係数として、九州電力（2018年）の調整後排出係数0.347kg-CO2/kWhを用いて算出しています。

□評価
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環境経営目標 単位
２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度

２０２２年度 ２０２３年度

２４年７月）

二酸化炭素排出量の削減実績
kg-CO2

／年
38,712

１％削減 ２％削減 ３％削減 ４％削減

２１年７月）

２０２０年度 ２０２１年度

二酸化炭素排出量の削減目標

２０２４年度

基準年
(２０年８月～ (２１年８月～ (２２年８月～ (２３年８月～ (２４年８月～

２１年７月） ２２年７月） ２３年７月）

一般廃棄物排出量の削減
t

／年
0.266

１％削減 ２％削減

２４年７月） ２５年７月）

二酸化炭素排出量の削減
kg-CO2

／年
7,673

１％削減 ２％削減 ３％削減 ４％削減 ５％削減

３％削減 ４％削減 ５％削減

0.263 0.261 0.258 0.255 0.253

7,596 7,443 7,366 7,289

４％削減 ５％削減

28.3 28.0 27.7 27.5 27.2
水使用量の削減 ｍ3

／年
28.6

１％削減 ２％削減 ３％削減

グリーン調達の促進 努力目標 事務・生活用品等の調達時には、グリーン品目の選択・購入に努力する。

環境経営目標 単位
2019年度 2022年度 2022年度

達成率
達成
状況

102%

電気使用量の削減 kWh 12,043 11,682 13,921 84%

基準年 3％削減目標 実績

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 7,673 7,443 7,309

灯油使用量の削減 ℓ 419 406 304 134%

ガソリン使用量の削減 ℓ 973 944 712 133%

水使用量の削減 ㎥ 28.6 27.7 26.51 104%

グリーン調達の促進 努力目標
事務・生活用品等の購入に際しては、グリーン品目を選択するように努
力した。

一般廃棄物排出量の削減 ｔ 0.266 0.258 0.230 112%

５％削減

33,706 20,581 33,968

２５年７月）２２年７月）

7,520

４％削減 ５％削減

36,072 35,996 35,919 35,842 35,765

２０２４年度
(２０年８月～ (２１年８月～ (２２年８月～ (２３年８月～ (２４年８月～

２３年７月）

環境経営目標/実績 単位
２０１９年度

基準年

kg-CO2

／年
36,437

１％削減 ２％削減 ３％削減

7,673 7,443 7,309

12,043 11,682

13,921

0

2500

5000

7500

10000

12500

15000

二酸化炭素（ｋｇ-ＣＯ2） 電気（ｋＷｈ）

基準値 目標 実績

今年度の二酸化炭素の排出量は、3％減の目標を達成することができた。以下（ ）内は、昨対実績比と増減

率です。ガソリンは目標達成ができ個別項目別においては、電気は目標値より増加した。（昨年実績対比

14,428では４％程減少)

また、灯油は目標値より減少した。（昨年実績対比546では４４％程減少）

一般廃棄物排出量は減少、水は目標値よりわずかに減少した。

973 944

712

419 406
304

0

500

1000

1500

ガソリン(ℓ)                         灯油(ℓ)  

基準値 目標 実績
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　環境経営目標とその実績＜現場＞　　　　
□環境経営目標

□環境経営目標の達成状況

○
×
×
○

建設廃棄物のリサイクル率１００％
○
○

建設発生土のリサイクル率９０％
○

低騒音・低振動・排出ガス対策型の機械使用率９５％
○
○

【努力目標】
グリーン調達の促進

化学物質の適正管理

※電力の二酸化炭素排出係数として、九州電力（2018年）の調整後排出係数0.347kg-CO2/kWhを用いて算出しています。

□評価
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単位

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

基準年

（20年8月～ （21年8月～ （22年8月～ （23年8月～ （24年8月～

1％削減

環境経営目標
21年7月） 22年7月） 23年7月） 24年7月） 25年7月）

１％削減 1％削減 1％削減 1％削減

28,476 28,476

電気使用量の削減 kWh 96 95 95 95 95 95
二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 28,764 28,476 28,476 28,476

軽油使用量の削減 ℓ 10,725 10,618 10,618 10,618 10,618 10,618
ガソリン使用量の削減 ℓ 457 452 452 452

建設発生土のﾘｻｲｸﾙ率 ％／年 90 90 90 90 90 90
建設廃棄物のﾘｻｲｸﾙ率 ％／年 100 100 100 100

グリーン調達の促進
努力目標

再生資材、及びその他のｸﾞﾘｰﾝ対象品目の調達を促進する。
化学物質の適正管理 塗料・接着剤等を使用する場合は仕入先よりﾃﾞｰﾀｼｰﾄを取寄せる。

騒音・振動・排ガスの低減（機械使用率） ％／年 95 95 95 95

達成
状況基準年 1％削減　目標

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 28,764 28,476 26,659 107%

環境経営目標 単位
2019年度 2022年度

実績 達成率

ガソリン使用量の削減 ℓ 457 452 770 59%
電気使用量の削減 kWh 96 95 983 10%

100 ≒
ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 ％ 100 100 100 ≒

軽油使用量の削減 ℓ 10,725 10,618 9,508 112%

排出ガス対策型使用 ％ 95 95 100 ≒
低騒音・低振動型使用 ％ 95 95 100 ≒

95 95

100 100

452 452

グリーン調達の促進 再生資材以外の購入品目については環境に配慮した対象品目の調達促進を行った。

化学物質の適正管理 該当物質なし

目　　　標　　　対　　　比　　　グ　　　ラ　　　フ

建設発生土 ％ 90 90 98 109%

アスファルトｺﾝｸﾘｰﾄ塊 ％ 100 100

457 452

770

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

基準値 目標 実績

ガソリン（ℓ）

10,725
10,618

9,508

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000

基準値 目標 実績

軽油（ℓ）
28,764

28,476

26,659

25,000

25,500

26,000

26,500

27,000

27,500

28,000

28,500

29,000

29,500

基準値 目標 実績

二酸化炭素（ｋｇ-CO2）

今年度の二酸化炭素の排出量は、目標を達成することができた。

各項目を見ていくと、軽油は前年度よりは増加したが、目標を達成することができた。ガソリンは今年度の遠方の工事が重なり使用量が増え

た。以下、（ ）内は、昨対実績比と増減率です。個別項目別においては、電気は目標値よりも大幅に増加した。（昨年実績対比54で

1720％程増加）ガソリンは大幅増加した。（昨年実績対比1,703で55％程度減少）今期は、電気使用率が高まったのが原因ではな

いかと思われる。但し軽油は減少した。（昨年実績対3,341で184％程増）建設廃棄物・建設発生土のリサイクル、並びに建設機械の

環境配慮については、公共工事が大半でありその設計仕様に基づいて実施しており、目標は達成できた。また、グリーン調達についても設計

上の材料また設計仕様外についても調達の促進に努めた。現場での削減対策には難しい要素があるので、目標必達よりも、各現場の中で

一人一人が削減意識を持続していくように努力していきたい。

96 95

983

0

200

400

600

800

1,000

1,200

基準値 目標 実績

電気（ｋＷｈ）
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環境経営計画及びその取組結果の評価

　　　　　　＜事務所＞ 二酸化炭素排出の削減 【取組目標】ー３％削減
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7596 7520 74437574

7990

7309

5000

10000

2020 2021 2022

二酸化炭素排出量(年) 3年間推移グラフ

目標 実績

0
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1250
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1750

2000
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8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

二酸化炭素排出量（月）

電気 ガス ガソリン 灯油

電気, 13921, 93%

ガス, 34.78, 0%

ガソリン, 711.59, 5%

灯油, 303.62, 2%

二酸化炭素排出量構成率

電気

ガス

ガソリン

灯油

達成率

102％



　　　　＜現場＞二酸化炭素排出の削減 【取組目標】ー１％削減

7

28476 28476 28476
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軽油
92%
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二酸化炭素排出量 構成率

ガソリン
軽油
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達成率

107％



　　　　　＜事務所＞電力使用量の削減 【取組目標】ー３％削減
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取組目標 取組項目

●余分な場所の電気は消灯する

評価

電気使用量の削減目標は達成することが
できなかった。今年の夏は気温が高い日が
続き、冷房を頻繁に使用したことが要因で
ある。冷房設定温度27度、暖房設定温度
20度に保つことが定着している。扇風機を
導入して夏季の電力を削減することに注力
した。電気は全てLED型、間引き点灯、昼
休みの時間帯は消灯、パソコン不使用時は
スリープ状態を継続している。

●昼休みは消灯する

●退社時は消し忘れをしない

●パソコンは退社時に電源を切る

●夏場のエアコンの適正温度の遵守

電力使用量の削減 ○

実施
状況

11923 11802 11682
12875

14428 13921
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電気使用量（月）

節電メッセージ



＜現場＞電力使用量の削減 【取組目標】ー1％ 削減

　　　　＜事務所＞燃料使用量の削減 【取組目標】ー３％ 削減
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評価

現場で9月から11月までの使用量が大幅に増
えた。

取組項目

●現場事務所から離れる時の消灯
●道具類未使用時の電源オフ

○

取組目標
実施
状況

電気使用量の削減

963 954 944
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712
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ソーラー式のLEDライト、掲示板を使用した。



　　　　＜現場＞燃料使用量の削減 【取組目標】ー１％削減
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取組目標

ガソリンの使用量の
削減

灯油使用量の削減

●タイヤの空気圧をチェックする

●法定速度を守る

●急発進、急加速をしない

取組項目

●部屋を空けるときは必ず消す

評価

ガソリン使用量は目標数値を達成するこ
とができた。灯油の使用量については、
12月から1月まで季節の影響により目
標値を大幅にオーバーした。引き続き、
節約を心がける取り組みを進めていきた
い。

実施
状況

●エアコンの適正温度の遵守

●こまめな温度調節を行う

●暑くなったらしばらく消す

適正温度の設定エコドライブ手順書
しっかり確認しエコ運転を心掛けています。
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達成率

58％
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112％

適正温度の設定

（夏場：27℃±1）



　　　　＜事務所＞水資源使用量の削減 【取組目標】ー３％ 削減
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●散水は最小限の水量使用
評価

前年度27.5㎥、本年度26.5㎥と1.0㎥減少、目標の3％削減は達成す
ることができた。最低限の利用で済んでいる。引き続き節水に心がける。
洗面場にはポスターを貼り、意識付けを行っている。
毎月点検を行い、水漏れ等の不具合があったらすぐに対応できるようにし
た。
引き続き、こまかな部分にも気を配りながら、節水に努めていきたい。

取組目標 取組項目
実施
状況

井戸水使用量の削減
●水の出しっぱなしをしない

○●洗車は最小限の水量使用

ガソリン・軽油使用量の
削減

○

評価

軽油の使用量は３月から大幅に増加、施工する現
場が重なったこと、遠隔地が多かった為増えたと考えら
れる。ガソリン使用量は目標数値を達成でき、エコドラ
イブ手順書を確認し、エコ運転の心がけを続けていき
たい。

取組目標 取組項目
実施
状況

●作業停止時にはエンジンを切る

●車両の効率運転を励行する
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　　　　＜事務所＞環境配慮商品並びにサービス提供の推進

　　　　＜現場＞環境配慮商品並びにサービス提供の推進

●現場資材は再生材を優先する
●使用重機は適合車を使用する
●環境配慮の工法を優先採用する
●塗料・接着剤等の使用有無確認
●使用の際、データシートを取寄せる

　　　　＜事務所＞ゴミ・紙類排出量の削減
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取組目標

グリーン調達の促進

取組項目

評価

商品を購入する際はエコマーク商品、グリーン購入品のいずれかに該当す
る商品を購入した。毎年繰り返し同じ商品を購入しているので定着してい
る。

●エコマーク商品の導入
●商品買い替え時のエコ商品の検討 ○

実施
状況

実施
状況

総合評価制度の見直しにより環境への取
組み評価も加わったため、環境に配慮した
施工方法の導入も可能な限り行った。また
グリーン調達の促進も環境に優しいエコマー
ク商品に切り替え、引き続き継続していく。

取組目標 取組項目
実施
状況

評価

取組目標 取組項目 評価

○
グリーン調達の促進

化学物質の適正管理

ゴミ・紙類排出量の削減

●ゴミは必ず分別の上排出する

○

片面使用済みの用紙については裏紙コピー、メモ用
紙に使用した。印刷する前にプレビュー画面で確認し
てからミスプリントの削減に努めた。分別意識が向上
するように、わかりやすくポスターを貼り、ペットボトル、
缶、燃えるゴミなどの資源ごみの分別やペットボトルの
ラベルとキャップを分別の徹底を継続していきます。

●ゴミは分別の上排出
●ペットボトル、アルミ缶は、再生処理
●新聞・チラシ類は、再生処理
●社内使用のメモ紙は、原則裏紙で
●電子メールでの受発信励行

購入品

裏紙利用の励行 ゴミの分別化の徹底



　　　　＜現場＞廃棄物の削減
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低騒音・低振動・排出
ガス対策型の機械使用

建設廃棄物の
リサイクル率

建設発生土の
リサイクル率

取組目標
実施
状況

○

評価

マニフェストにより適正な処理をし、管理を徹底し
た。
アスファルト殻、コンクリート殻は100％リサイクルす
ることができた。引き続き適正な管理・処分に努め
廃棄物の分別等に留意し排出を抑えていきたい。
機械使用についても適切に対処した。

取組項目

●マニフェストの管理の徹底

●廃棄物分別の徹底
●搬出伝票の管理の徹底
●月単位での集計の徹底
●低騒音・低振動型の機械の使用
●排出ガス対策型の機械の使用

再生資材への積極的利用

低騒音、排出ガス対策型重機の使用

低騒音、排出ガス対策型重機を工事で使

用しています。工事箇所周辺の騒音低減

と、排出ガス量削減に努めています。

建設現場で発生した土は、地盤の底に流用土として活

用しています。

分別の徹底により100％再資源化を行った。



Environmental Activity Report

主な環境活動の内容
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●使用済み切手

郵便物の使用済切手の回収を行い、日本動

物福祉協会へ寄贈活動を行っています。収

集した切手は、動物のワクチン代に役立て

られています。

●熱中症対策

首元から風が通り抜け、体が楽になるという熱中症

対策をして暑さを乗り切りました。

●安全訓練ミーティング

毎月安全確認ミーティングを実施しています。

新型コロナ感染防止、環境負荷削減の為に環

境経営レポートを教育資料として、全社員へ

教育を行いました。企業としてどのように取

り組めるのか、これから一緒に考えていけれ

ばと思います。

地域の清掃活動

地域環境の向上を目指して道路の

美化清掃活動を行っています。
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環境関連法規への違反、訴訟等の有無

当社の事業活動に適用される法規等

収集運搬に関するマニフェストの適正処理

＊環境関連法規の違反及び関係機関からの指摘及び地域からの苦情などはありません。

代表者による全体の評価と見直し

１．全体評価

２．見直し
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法規等の名称 内容・基準等 遵守状況

建設リサイクル法 建設４品目の分別と再資源化 ○

自動車リサイクル法 使用済み自動車の引渡義務 ○

廃棄物処理法

○

前年度マニフェスト交付状況の知事（市⾧）への報告 ○

多量排出事業者（年間1，000t以上）の産業廃棄物処理
計画書の知事（市⾧）への提出

―

振動規制法 建設現場での機械使用時に適用 ○

フロン排出抑制法 ｴｱｺﾝの簡易点検及び廃棄処理時のﾌﾛﾝ類の引き渡し ○

オフロード法 特定特殊自動車排ガスの規制等 ○

騒音規制法 建設現場での機械使用時に適用 ○

事務所・建設現場における環境経営活動は適切に実施されていた。二酸化炭素の排出量については、全体的にほ

ぼ達成。 事務所は電気未達成だったが、残りは目標達成できた。

建設現場は電気、ガソリンは未達成、軽油は達成。グリーン調達では、事務所、現場ともエコ商品の調達に努力した。

建設現場における建設機械使用については、環境配慮型機械の選択により施工されており、排出ガスの削減に努力

している。また一般廃棄物関係、建設廃棄物関係についても適切に対処していた。

環境経営方針の見直し・環境経営目標・環境経営計画については次年度に数値目標の見直しを行いたい。

環境経営目標は５か年計画の3年目にあたり、事務所、現場の各数値目標に対して一部の項目について見直

しの必要性が出てきた。事務所については、電気使用量の数値目標の見直しを行いたい。建設現場では電気、

ガソリン使用量の数値目標の見直しを行いたい。最近発注機関の公共工事における入札制度（総合評価方

式）の中に、SDGSへの取組評価を取り入れてきており、各企業への取組促進を促しており、当社も努力を行って

いきたい。また、各種法規等の法令違反がないよう更に企業の価値を上げていきたい。
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次年度の環境経営目標及び環境経営計画
全社:(環境経営目標)、(環境経営活動の取組結果の評価)に従って、継続して実施する。

事務所:(環境経営目標)、(環境経営活動の取組結果の評価)に従って、継続して実施する。

余分な場所の電気は消灯する
昼休みは消灯する
退社時は消し忘れをしない
パソコンは退社時に電源を切る
夏,冬のエアコンの適正温度の遵守
タイヤの空気圧をチェックする
法定速度を守る
急発進、急加速をしない
エアコンの適正温度の遵守
こまめな温度調節を行う
熱くなったらしばらく消す
部屋を空けるときは必ず消す

エコマーク商品の購入
商品買い替え時のエコ商品の検討
ゴミは必ず分別の上排出する
現場からのゴミは分別の上排出
ペットボトル、アルミ缶は、再生処理
新聞・チラシ類は、再生処理
社内使用のメモ紙は、原則裏紙で
電子メールでの受発信励行
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2023年度　環境経営目標
【基準値】

基準年実績の4％削減 2023年度環境経営計画

電気使用量の削減(kWh) 12,043 11,561

ガソリン使用量の削減(ℓ） 973 934

2019年度実績

二酸化炭素排出量の削減(kg-CO2) 7,673 7,366

水使用量の削減(㎥) 28.6 27.5

灯油使用量の削減(ℓ） 419 402

一般廃棄物排出量の削減(ｔ） 0.266 0.255

ゴミ・紙類排出量の削減

取組目標 取組項目

電力使用量の削減

ガソリンの使用量の削減

灯油使用量の削減

井戸水使用量の削減
水の出しっぱなしをしない
洗車は最小限の水量使用
散水は最小限の水量使用

2023年度　環境経営目標
【基準値】

基準年実績の4％削減
2019年度実績

二酸化炭素排出量の削減(kg-CO2) 36,437 35,842

電気・ガソリン・灯油・一般廃棄物・
水の使用量・排出量削減の為の取
組を項目分けし、実施状況の確認・

評価を行う。

グリーン調達の促進



建設現場:(環境経営目標)(環境経営活動の取組結果の評価)に従って、継続して実施する。

現場事務所から離れる時の消灯
道具類未使用時の電源オフ

マニフェストの管理の徹底
廃棄物分別の徹底
搬出伝票の管理の徹底
月単位での集計の徹底
低騒音・低振動型の機械の使用
排出ガス対策型の機械の使用

事務所・現場のグリーン調達の促進については、引き続き努力目標とする。
事務所・現場の九州電力二酸化炭素調整後排出係数:0.347kg-CO2/kWh（２０１８年度）を使用
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2023年度　環境経営目標
【基準値】

基準年実績の1％削減 2023年度環境経営計画
2019年度実績

現場資材は再生材を優先する
使用重機は適合車を使用する
環境配慮の工法を優先採用する
塗料・接着剤等の使用有無確認
使用の際、データシートを取寄せる

28,476

電気・ガソリン・軽油の使用量・排出
量削減の為の取組を項目分けし、実
施状況の確認・評価を行う。

電気使用量の削減(kWh) 96 95

ガソリン使用量の削減(ℓ） 457 452

騒音・振動・排ガスの低減（機械使用率） 95%

車両の効率運転を励行する

軽油使用量の削減(ℓ） 10,725 10,618

建設廃棄物のﾘｻｲｸﾙ率 100%

建設発生土のﾘｻｲｸﾙ率 90%

二酸化炭素排出量の削減(kg-CO2)

取組項目

作業停止時にはエンジンを切る

28,764

電気使用量の削減

ガソリン・軽油使用量の削減

グリーン調達の促進

化学物質の適正管理

建設廃棄物のリサイクル率

建設発生土のリサイクル率

低騒音・低振動・排出ガス対
策型の機械使用率

取組目標


